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中
尾
氏
は
ま
ず
、
Ａ
Ｄ
Ｂ

総
裁
時
代
（
２
０
１
３
年
４

月
～
20
年
１
月
）
に
お
け
る

ア
ジ
ア
地
域
の
変
化
と
し

て
、
①
ア
ジ
ア
の
途
上
国
は

世
界
金
融
危
機
以
降
も
堅
調

に
成
長
②
技
術
（
デ
ジ
タ
ル

技
術
、
Ａ
Ｉ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な

ど
）
の
経
済
的
影
響
が
明
白

に
③
中
国
の
経
済
的
、
地
政

学
的
な
存
在
感
の
拡
大
―
の

３
点
を
指
摘
。
ア
ジ
ア
の
途

上
国
46
カ
国
を
巡
っ
た
感
想

で
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
か
ら
東

ア
ジ
ア
ま
で
一
つ
の
地
域
に

と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
広

大
で
多
種
多
様
で
あ
り
、
ア

ジ
ア
各
国
が
独
自
の
歴
史
、

文
化
、
考
え
を
持
っ
て
い
る

こ
と
や
、
ア
ジ
ア
の
経
済
発

展
が
市
場
志
向
政
策
の
結
果

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ

た
。

　
今
後
の
ア
ジ
ア
途
上
国
の

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
は
、
市
場

主
義
的
・
対
外
志
向
的
政
策

の
定
着
や
人
口
増
加
の
ボ
ー

ナ
ス
、
消
費
の
拡
大
・
ミ
ド

ル
ク
ラ
ス
の
増
大
、
ア
ジ
ア

発
の
技
術
革
新
・
直
接
投
資

に
よ
る
相
互
関
係
な
ど
を
挙

げ
る
一
方
、
課
題
と
し
て

は
、
い
わ
ゆ
る
中
進
国
の
罠

や
政
治
の
安
定
維
持
、
所
得

格
差
の
拡
大
へ
の
対
応
、
持

続
可
能
な
発
展
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
や
気
候
変
動
対
策
な
ど

が
あ
り
、
「
ア
ジ
ア
の
世
紀

と
呼
ぶ
に
は
早
過
ぎ
る
と
思

っ
て
お
り
、
貧
困
、
気
候
変

動
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
所
得
格

差
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
必
要

性
な
ど
、
解
決
す
べ
き
問
題

は
ま
だ
ま
だ
多
い
」
と
述
べ

た
。

　
講
演
の
後
半
は
、
主
に
近

年
の
中
国
の
台
頭
に
つ
い
て

論
じ
た
。
は
じ
め
に
中
国
の

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
し
て
、

共
産
主
義
に
よ
る
輸
入
代
替

工
業
化
の
失
敗
に
よ
っ
て
１

９
７
８
年
か
ら
改
革
開
放
路

線
に
舵
（
か
じ
）
を
切
り
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

導
入
す
る
一
方
で
、
共
産
党

に
よ
る
一
党
独
裁
体
制
を
維

持
し
た
「
社
会
主
義
市
場
経

済
」
を
推
進
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加

盟
、
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ェ
ー
ン

へ
の
統
合
な
ど
を
経
て
経
済

大
国
に
発
展
し
て
い
っ
た
と

説
明
。
ま
た
、
こ
の
間
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
供
与
や
直
接
投
資
、
技

術
移
転
な
ど
に
よ
る
日
本
の

役
割
も
大
き
か
っ
た
と
指
摘

し
た
。

　
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
中
国
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
１
９
８
６
年
の

加
盟
以
降
、
建
設
的
な
関
係

を
続
け
、
貸
付
が
沿
海
部
か

ら
内
陸
部
に
、
産
業
発
展
か

ら
環
境
・
気
候
変
動
支
援
へ

と
シ
フ
ト
し
て

い
る
こ
と
や
、

副
総
裁
、
理
事

に
加
え
、
多
く

の
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
熱
心

に
働
い
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
た
。
経
済
発
展
を
遂
げ
た

中
国
に
Ａ
Ｄ
Ｂ
が
貸
付
を
続

け
る
理
由
と
し
て
は
、
「
中

国
高
官
と
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
対

話
を
維
持
し
、
対
外
開
放
的

な
政
策
を
支
援
」
「
利
子
ス

プ
レ
ッ
ド
が
Ａ
Ｄ
Ｂ
の
経
営

を
賄
い
、
資
本
増
強
、
貧
困

国
支
援
に
貢
献
」
「
中
国
の

信
用
力
、
貸
付
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
分
散
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｂ
の

格
付
に
貢
献
」
「
Ａ
Ｄ
Ｂ
の

ア
ジ
ア
で
の
存
在
感
向
上
に

寄
与
」
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
次
に
、
李
国
強
首
相
、
王

毅
外
交
部
長
、
歴
代
財
政
部

長
な
ど
こ
れ
ま
で
交
流
し
て

き
た
中
国
高
官
の
印
象
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
か

ら
、
中
国
が
主
導
す
る
Ａ
Ｉ

Ｉ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投

資
銀
行
）
や
一
帯
一
路
構
想

に
つ
い
て
解
説
し
た
。
Ａ
Ｉ

Ｉ
Ｂ
発
足
を
め
ぐ
る
経
緯
や

Ａ
Ｄ
Ｂ
と
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
の
違
い

に
つ
い
て
説
明
し
、
日
本
と

米
国
が
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
に
加
盟
し

な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て

は
、
多
額
の
税
金
を
使
っ
て

ま
で
入
る
メ
リ
ッ
ト
が
少
な

か
っ
た
こ
と
や
、
中
国
の
影

響
力
が
圧
倒
的
に
強
く
日
米

の
影
響
力
が
限
定
的
に
な
る

こ
と
、
一
定
の
距
離
を
保
ち

な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
方

が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、
地

政
学
的
な
考
慮
な
ど
を
指
摘

し
た
。
ま
た
、
一
帯
一
路
に

つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
経
済
性
や
借
入
国
の
債
務

の
持
続
可
能
性
に
疑
問
を
呈

し
た
。

　
最
後
に
、
米
中
関
係
の
現

状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
中
尾
氏
は
、
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
両
国
の
対

立
の
最
大
の
問
題
点
は
、
中

国
の
「
自
画
像
」
、
も
し
く

は
自
分
で
説
明
し
た
い
自
国

の
姿
と
、
外
か
ら
見
え
る
中

国
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
あ
る
と

指
摘
。
い
ま
だ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に

加
盟
し
て
い
な
い
中
国
は
、

途
上
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
自
認

す
る
一
方
で
、
先
進
国
と
し

て
の
義
務
を
果
た
す
つ
も
り

は
な
く
、
米
国
を
新
興
国
の

中
国
の
勃
興
を
認
め
な
い
既

存
の
覇
権
国
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
今
や
中
国

は
、
経
済
、
金
融
、
軍
事
、

技
術
を
含
め
て
誰
も
が
認
め

る
大
国
で
あ
り
、
本
来
そ
の

よ
う
な
認
識
に
立
っ
て
行
動

す
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
し

た
。

　
か
た
や
、
米
国
で
は
こ
れ

ま
で
の
宥
和
的
な
政
策
か
ら

転
じ
て
、
中
国
を
貿
易
・
投

資
の
公
平
性
、
技
術
覇
権
、

知
的
所
有
権
、
地
政
学
、
政

治
体
制
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
経
緯
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
問
題
の
あ
る
競
争

相
手
と
み
な
し
て
い
る
。
し

か
し
、
米
国
が
厳
し
い
態
度

に
転
じ
た
主
な
理
由
は
、
中

国
自
身
の
よ
り
強
硬
な
対
外

拡
張
的
な
政
策
に
あ
る
と
述

べ
た
。

　
ま
た
、
米
中
摩
擦
に
お
い

て
は
日
本
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が

重
要
な
役
割
を
担
う
一
方
、

ア
ジ
ア
各
国
で
は
米
中
の
ど

ら
か
と
い
う
選
択
を
し
た
く

な
い
の
が
本
音
だ
と
い
う
見

方
を
示
し
た
。
最
後
に
、
既

存
の
大
国
と
新
興
国
の
緊
張

関
係
が
や
が
て
戦
争
に
ま
で

発
展
し
て
い
く
構
造
を
説
明

し
た
「
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ス
の

罠
」
を
引
用
し
た
上
で
、
中

尾
氏
は
、
「
中
国
は
、
米
国

と
研
究
・
投
資
・
貿
易
な
ど

多
く
の
分
野
で
結
び
付
い
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
デ
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
（
分
離
）
し
て
う
ま

く
い
く
と
は
思
え
な
い
。
今

の
中
国
は
、
世

界
中
の
国
か
ら

離
反
を
招
い
て

い
る
。
そ
こ
に

早
く
気
付
い
て
で
き
る
だ
け

穏
や
か
な
政
策
を
と
っ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
、
中
国
の
政

策
転
換
に
期
待
を
示
し
た
。

　
質
疑
応
答
の
中
で
、
現
在

の
米
中
対
立
の
状
況
を
中
国

の
高
官
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
と
問
わ
れ
る
と
、
中
尾

氏
は
、
「
ど
ん
ど
ん
保
守
化

し
て
い
る
現
在
の
中
国
共
産

党
は
、
一
言
で
言
え
ば
自
ら

の
得
に
な
る
こ
と
を
行
っ
て

い
な
い
。
私
が
交
流
し
て
き

た
国
際
派
の
中
国
高
官
た
ち

も
そ
の
こ
と
は
十
分
に
理
解

し
て
い
る
と
思
う
が
、
影
響

力
が
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
国

際
シ
ス
テ
ム
の
中
で
中
国
の

台
頭
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で

い
く
こ
と
を
提
案
し
た
参
加

者
に
対
し
て
賛
成
す
る
一
方

で
、
「
経
済
や
金
融
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
比
較

的
良
い
関
係
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
が
、
そ
れ
は

中
国
と
そ
れ
以
外
の
国
が
お

互
い
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係

に
な
る
か
ら
で
あ
り
、
中
国

の
核
心
的
利
益
や
安
全
保
障

面
な
ど
で
は
し
ば
し
ば
ゼ
ロ

サ
ム
の
関
係
に
な
る
こ
と
か

ら
、
ど
こ
ま
で
国
際
シ
ス
テ

ム
が
影
響
を
及
ぼ
せ
る
か
は

分
か
ら
な
い
」
と
回
答
し

た
。

元
Ａ
Ｄ
Ｂ
総
裁・中
尾
氏
が
講
演

ア
ジ
ア
経
済
の
展
望
と
中
国
の
台
頭

中尾氏

米
中
対
立
の
本
質
は〝
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
〟

　
一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
６
月
10
日
、
「
10

周
年
記
念
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
環
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ
ア
経
済
の
展
望
と
中
国
の
台
頭
」
を
開
催
し
た
。
元
ア

ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
総
裁
で
み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

理
事
長
の
中
尾
武
彦
氏
が
、
自
身
の
経
験
を
基
に
ア
ジ
ア
地
域
の
特
徴
や
Ａ

Ｄ
Ｂ
総
裁
在
任
時
に
お
け
る
各
国
と
の
や
り
取
り
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い

る
米
中
対
立
の
今
後
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
ま
た
、
講
演
終
了
後
に
は

中
尾
氏
と
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
と
の
間
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
当
日
は
金
融

業
界
を
中
心
に
多
く
の
専
門
家
や
実
務
家
が
視
聴
し
た
。

ジャパン・リスク・フォーラム


